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北
斎
が
隅
田
川
を
描
い
た
作

品
の
中
に
、狂
歌
絵
本
『
絵
本

隅
田
川
両
岸
一
覧
』
と
い
う
版

本
が
あ
り
ま
す
。西
側
か
ら
見

た
隅
田
川
の
両
岸
の
風
景
を
、

正
月
の
高
輪
か
ら
描
き
始
め
て
、

上
流
へ
と
上
っ
て
い
き
、年
末
の

吉
原
ま
で
を
描
い
て
い
ま
す
。

各
図
が
絵
巻
物
の
よ
う
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

こ
の
中
か
ら
、両
国
橋
の
風
景

の
一
図
を
紹
介
し
ま
す
。

　
橋
の
た
も
と
の
両
国
広
小
路

（
現
中
央
区
東
日
本
橋
）は
、盛

り
場
と
し
て
有
名
で
、芝
居
や

手
品
な
ど
の
見
世
物
や
、床
屋
、

飲
食
店
な
ど
が
小
屋
掛
け
し
て

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。「
両

国
橋
に
は
槍
三
筋
絶
ゆ
る
こ
と

な
し
」
と
武
士
の
往
来
の
多
さ

を
示
す
表
現
が
あ
り
ま
す
が
、

赤
い
覆
い
を
被
せ
た
槍
を
持
ち
、

　裃
を
着
た
武
士
の
一
行
や
、

笠
を
被
っ
た
旅
人
な
ど
が
ひ
し

め
き
合
っ
て
い
ま
す
。
橋
の
た

も
と
で「
奉
納
大
山
石
大
権
現
」

と
書
か
れ
た
木
刀
を
持
っ
て
い

る
人
は
、橋
の
東
詰
に
あ
っ
た

垢
離
場
で
体
を
清
め
て
か
ら
大

山（
現
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
大

山
、大
山
阿
夫
利
神
社
）参
詣
に

向
か
う
人
で
す
。

　
対
岸
が
墨
田
区
で
、奥
に
見

え
る
橋
が
一
ツ
目
の
橋
と
も
呼

ば
れ
た
現
在
の
一
之
橋
で
す
。

橋
の
右
手
の
林
の
中
に
、
鍼
術

で
五
代
将
軍
綱
吉
に
仕
え
た
杉

山
検
校
が
江
の
島
弁
才
天
を
勧

請
し
た
一
の
橋
弁
才
天（
現
江
島

杉
山
神
社
、墨
田
区
千
歳
）が
あ

り
ま
す
。橋
の
奥
に
は
竪
川
が

流
れ
、川
沿
い
に
は
材
木
問
屋
が

集
中
し
て
お
り
、鳥
の
と
ま
っ
た

材
木
が
シ
ル
エ
ッ
ト
で
描
か
れ
て

い
ま
す
。木
材
の
板
を
背
負
っ
て

両
国
橋
を
渡
っ
て
来
る
男
は
、竪

川
か
ら
来
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
両
国
橋
の
手
前
や
橋
上
に
は
、

所
狭
し
と
往
来
す
る
老
若
男
女

の
風
俗
が
細
や
か
に
描
か
れ
、

一
方
の
対
岸
に
は
、静
か
な
景

色
が
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。北

斎
は
、両
岸
を
対
比
さ
せ
る
こ

と
で
、両
国
橋
の
に
ぎ
わ
い
を

表
現
し
て
い
ま
す
。

『
す
み
だ
』と『
北
斎
』

―
北
斎
の
描
い
た

『
す
み
だ
』
④
―

か
み
し
も

こ

り

ば

し
ん
じ
ゅ
つ

け
ん
ぎ
ょ
う

お
お
や
ま
あ 

ふ 

り
じ
ん
じ
ゃ

た
て
か
わ
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こ
の
ほ
ど
区
で
は
、
す
み
だ
北
斎

美
術
館
公
式
シ
ン
ボ
ル
ロ
ゴ
＆
マ
ー

ク
の
デ
ザ
イ
ン
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
デ
ザ
イ
ン
案
の
決
定
に
あ
た
っ
て

は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
〜
十
月
に

公
募
を
行
い
、
国
内
外
か
ら
応
募
が

あ
っ
た
一
六
三
四
点
全
て
に
つ
い
て
、

「
す
み
だ
北
斎
美
術
館
公
式
シ
ン
ボ
ル

ロ
ゴ
＆
マ
ー
ク
審
査
会
」（
審
査
委
員
長

勝
井
三
雄
〈
日
本
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
協
会
会
長
〉）で
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
制
作
者
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
北

斎
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
た
デ
ザ
イ
ン
案

は
、
ど
れ
も
個
性
的
で
魅
力
的
な
も

の
ば
か
り
で
し
た
が
、
厳
正
な
審
査

の
結
果
、
最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞

二
点
、
奨
励
賞
（
中
学
生
・
高
校
生

対
象
）
四
点
を
選
出
し
ま
し
た
。
今

後
、
最
優
秀
賞
作
品
に
補
正
を
行
い
、

公
式
シ
ン
ボ
ル
ロ
ゴ
＆
マ
ー
ク
を
創

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
区
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

す
み
だ
北
斎
美
術
館
の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ゴ
＆
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
案
決
定
！

　
二
月
二
十
日
、す
み
だ
北

斎
美
術
館
の
建
設
地
で
埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査
に
関
す
る

説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

約
二
三
〇
名
の
方
々
が
発
掘

現
場
と
出
土
遺
物
の
見
学
に

訪
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
二
年
度
に
は
、

出
土
遺
物
の
整
理
等
を
行
い
、

調
査
報
告
書
を
刊
行
す
る
予

定
で
す
。

　
　
墨
田
区
文
化
振
興
財
団
で
は
、
事
業

の
一
つ
と
し
て
北
斎
に
関
す
る
書
籍
を
出

版
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
『
北
斎
研

究
』
は
、
北
斎
と
そ
の
門
人
に
関
す
る
、

世
界
で
唯
一
の
総
合
的
な
専
門
研
究
誌
で
、

最
新
の
研
究
成
果
の
報
告
と
北
斎
資
料

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
年
二
回
の
発
行

で
、
現
在
、
第
四
十
五
号
ま
で
刊
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
第
四
十
三
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
画
名

以
外
伝
わ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
北
斎
の

門
人
「
北
鷹
」
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
、

そ
の
内
容
は
、
新
発
見
と
し
て
日
本
経
済

新
聞
（
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
一
日

付
）で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

【
右
の
書
籍
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】
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ほ
く
お
う

（財）（財）

◆最優秀賞

◆奨励賞（中学生・高校生対象）

◆優秀賞

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の

現
地
説
明
会
を
行
い
ま
し
た

出
版
物
の
ご
案
内


